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ジ
オ
パ
ー
ク
と
は

ジ
オ
パ
ー
ク
は
「
大
地
の
公
園
」
を
意
味

し
て
お
り
、
科
学
的
に
重
要
で
貴
重
な
価
値

を
持
つ
地
形
や
地
質
を
保
全
す
る
と
と
も
に
、

持
続
可
能
な
発
展
を
推
進
す
る
地
域
の
こ
と

で
す
。
大
地
（
ジ
オ
）
の
上
に
広
が
る
生
態

系
（
エ
コ
）
の
中
で
人
々
の
暮
ら
し
（
ヒ

ト
）
が
営
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
ジ

オ
・
エ
コ
・
ヒ
ト
」
の
３
つ
の
要
素
を
つ
な

ぐ
地
域
資
源
の
総
称
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
大
地
が
育
ん
だ
地

域
の
文
化
や
風
習
、
グ
ル
メ
を
体
感
す
る
な

ど
、
地
球
を
学
び
、
丸
ご
と
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
に
は
、
国
際
連
合
教
育
科
学

文
化
機
関
（U

N
ES
C
O

）
が
認
定
す
る

「
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」
と
日
本
国

内
の
独
自
制
度
で
あ
る
「
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
」
が
あ
り
ま
す
。
道
内
に
は
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
が
６
か
所
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
を

目
指
す
地
域
が
１
か
所
あ
り
（
令
和
６
年
２

月
現
在
）
、
そ
の
う
ち
、
洞
爺
湖
有
珠
山
ジ

オ
パ
ー
ク
、
ア
ポ
イ
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
の
２
地

域
は
、
「
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」
に

も
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
そ
の
保
護
に
取
り
組
む

こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
方
々
が
大
地

の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
、
自
然

と
人
間
の
共
生
を
深
く
理
解
す
る
場
所
と
し

ジ
オ
パ
ー
ク
を
活
か
し
た
地
域

づ
く
り
支
援

道
で
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
を
活
か
し
た
地
域

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成

年
度
か

ら
、
道
内
ジ
オ
パ
ー
ク
関
係
団
体
に
よ
る

「
北
海
道
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡

会
議
」
を
立
ち
上
げ
、
ジ
オ
パ
ー
ク
間
の
有

機
的
な
連
携
を
図
り
、
道
内
ジ
オ
パ
ー
ク
を

本
道
の
活
性
化
の
た
め
に
有
効
に
活
用
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
「
北
海
道
ジ
オ
パ
ー
ク

活
動
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
プ
ラ
ン

で
は
、
道
内
ジ
オ
パ
ー
ク
の
連
携
強
化
、
道

内
ジ
オ
パ
ー
ク
の
取
組
促
進
、
道
内
ジ
オ

パ
ー
ク
の
発
信
力
強
化
を
基
本
方
針
と
し
て

施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
道
で
は
、

道
内
各
地
の
ジ
オ
パ
ー
ク
が
集
ま
る
Ｐ
Ｒ
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、
ジ
オ
パ
ー
ク
を
知
ら

な
い
方
々
へ
の
認
知
度
向
上
、
ジ
オ
パ
ー
ク

関
係
団
体
と
の
情
報
交
換
や
勉
強
会
を
通
し

て
、
効
果
的
な
取
組
の
検
討
や
情
報
発
信

活
性
化
へ
の
起
爆
剤
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
国
宝
指
定
に
よ
り
新
た
な
地
域
活

性
化
に
取
り
組
む
遠
軽
町
を
取
材
し
ま
し
た
。

▲VＲ動画でバーチャル登山体験
道が制作した、アポイ岳ジオパークが舞台の
ＶＲ動画。
小学生でも楽しめる内容となっている。解説
は北大生が担当。

て
活
用
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
歴
史

や
地
質
な
ど
各
地
域
の
特
色
を
活
か
し
な
が

ら
、
貴
重
な
地
域
資
源
と
し
て
、
ツ
ー
リ
ズ

ム
な
ど
観
光
振
興
や
地
域
振
興
に
繋
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
と
と
も
に
、
環
境
教
育
の

ほ
か
、
火
山
災
害
な
ど
の
防
災
教
育
に
お
け

る
教
材
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
開

の
強
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

～
国
宝
指
定
と
白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
の
取
組
～

【北海道のジオパーク】

令
和
２
年
に
開
催
さ
れ
た
「
第

回
北
海

道
・
北
東
北
知
事
サ
ミ
ッ
ト
」
に
て
、
北
海

道
・
青
森
県
・
秋
田
県
・
岩
手
県
の
４
道
県

は
、
北
海
道
・
北
東
北
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
一

体
的
な
Ｐ
Ｒ
に
よ
る
認
知
度
向
上
と
、
地
域

間
で
の
情
報
交
換
・
情
報
共
有
を
図
る
こ
と

を
決
め
る
な
ど
、
ジ
オ
パ
ー
ク
に
よ
る
広
域

的
な
連
携
も
進
め
ら
れ
て
お
り
、
地
域
の
歴

史
・
文
化
・
自
然
を
活
用
し
た
新
し
い
人
の

流
れ
の
創
出
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
遠
軽
町
の
日
本
最
大
の
黒
曜
石
の

産
地
で
あ
る
「
白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
」
で
は
、

「
北
海
道
白
滝
遺
跡
群
出
土
品
」
１
９
６
５

点
が
、
令
和
５
年
６
月
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
、

大
き
な
注
目
を
集
め
る
な
ど
、
今
後
の
地
域

29

23
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約

万
年
前
の
巨
大
噴
火

に
よ
っ
て
で
き
た
カ
ル
デ
ラ

湖
「
洞
爺
湖
」
と
、
約
２
万

年
前
に
誕
生
し
た
活
火
山

「
有
珠
山
」
を
中
心
と
し
た

雄
大
な
景
色
が
見
ど
こ
ろ
で

す
。地

域
独
自
の
資
格
「
火
山

マ
イ
ス
タ
ー
」
に
よ
る
減
災

教
育
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
実
施

や
、
教
育
旅
行
向
け
の
「
野

外
学
習
テ
キ
ス
ト
」
を
作
成

し
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載

す
る
な
ど
、
減
災
教
育
へ
の

活
用
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▲昭和新山と洞爺湖▲アポイ岳と様似海岸

洞
爺
湖
有
珠
山
ジ
オ
パ
ー
ク

▲三笠市立博物館

ア
ポ
イ
岳
ジ
オ
パ
ー
ク

と
か
ち
鹿
追
ジ
オ
パ
ー
ク

▲波状丘陵地帯

大
雪
山
カ
ム
イ
ミ
ン
タ
ラ

ジ
オ
パ
ー
ク
構
想

▲神居古潭(かむいこたん)

三
笠
ジ
オ
パ
ー
ク

▲減災教育ガイドツアー

地
球
内
部
の
マ
ン
ト
ル
に

由
来
す
る
か
ん
ら
ん
岩
が
地

表
に
現
れ
て
で
き
た
、
世
界

的
に
も
珍
し
い
ア
ポ
イ
岳
は
、

固
有
の
高
山
植
物
が
多
く
生

育
す
る
「
花
の
山
」
と
し
て

も
知
ら
れ
、
全
国
各
地
か
ら

登
山
客
が
訪
れ
ま
す
。

地
元
中
学
生
が
高
山
植
物

の
苗
を
育
て
て
ア
ポ
イ
岳
に

戻
す
「
自
然
環
境
の
再
生
」

を
試
み
る
環
境
教
育
や
、
認

定
ガ
イ
ド
の
案
内
に
よ
る
多

様
な
ツ
ア
ー
や
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
実
施
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

▲体験プログラム

１
億
年
前
の
太
古
の
生
命

と
進
化
の
歴
史
、
石
炭
発
見

に
よ
り
栄
え
た
炭
鉱
ま
ち
の

文
化
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
ジ
オ
パ
ー
ク
で
す
。
こ
れ

ら
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
活
用
し
、

見
る
だ
け
で
は
な
く
、
五
感

を
通
じ
て
楽
し
む
体
験
型
ツ

ア
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
食
を
通
じ
た
地
域

づ
く
り
も
進
め
て
お
り
、
ジ

オ
パ
ー
ク
に
関
連
し
た
商
品

を
「
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
商
品
」

に
認
定
す
る
な
ど
、
産
官
学

連
携
の
取
組
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

▲ジオツアー

十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク

全
国
で
唯
一
「
凍(

し
ば)

れ
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ジ
オ

パ
ー
ク
で
、
凍
れ
が
作
り
出

し
た
、
夏
で
も
冷
た
い
風
が

吹
く
「
風
穴
」
や
そ
こ
に
暮

ら
す
生
き
物
た
ち
、
寒
冷
地

な
ら
で
は
の
生
活
の
知
恵
や

産
業
に
触
れ
る
こ
と
で
、
知

的
好
奇
心
を
く
す
ぐ
る
旅
を

楽
し
め
ま
す
。
冬
に
な
る
と

完
全
結
氷
し
た
然
別
湖
の
上

で
期
間
限
定
の
イ
ベ
ン
ト

「
し
か
り
べ
つ
湖
コ
タ
ン
」

が
開
催
さ
れ
、
国
内
外
か
ら

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
な

ど
誘
客
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

十
勝
岳
連
峰
の
主
峰
、
活
火

山
「
十
勝
岳
」
の
雄
大
さ
、
そ

の
麓
に
広
が
る
波
状
丘
陵
、
美

し
い
景
色
が
魅
力
的
な
地
域
で

す
。火

山
と
人
々
の
営
み
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
た
、
風
景
、
温

泉
、
農
作
物
を
楽
し
み
、
景
観

や
そ
の
成
り
立
ち
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
ツ
ア
ー
を
計
画
、
試
行

し
て
い
る
ほ
か
、
ジ
オ
パ
ー
ク

活
動
を
普
及
す
る
た
め
、
学
校

教
育
・
生
涯
学
習
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

▲ジオパーク学習

現
在
も
活
動
を
続
け
る

「
大
雪
火
山
群
」
、
大
雪
山

系
を
源
と
す
る
河
川
が
流
れ

る
「
上
川
盆
地
」
、
そ
し
て

約
１
億
年
前
に
地
下
深
く
で

つ
く
ら
れ
た
変
成
岩
類
を
石

狩
川
が
削
っ
て
で
き
た
「
神

居
古
潭
峡
谷
」
の
３
つ
の
エ

リ
ア
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

雄
大
な
大
雪
山
の
山
々
や

温
泉
、
肥
沃
な
土
壌
で
作
ら

れ
る
米
等
の
特
産
品
の
他
、

地
域
の
随
所
に
ア
イ
ヌ
の

人
々
に
ま
つ
わ
る
歴
史
や
物

語
が
あ
り
ま
す
。

▲フィールドワーク

道内の魅力的なジオパーク（構想）の地域活性の取組

▲風穴(ふうけつ)▲しかりべつ湖コタン

11
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国
宝
指
定
を
契
機
に
白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
を
核
と
し
た
交
流
人
口
拡
大
へ

白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク

交
流
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、
ジ
オ
パ
ー
ク
を

体
感
で
き
る
「
ジ
オ
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
、

「
北
海
道
白
滝
遺
跡
群
出
土
品
」
や
白
滝
ジ

オ
パ
ー
ク
を
学
ぶ
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

個
人
旅
行
以
外
で
も
、
小
中
学
生
な
ど
の

教
育
旅
行
な
ど
の
活
用
の
た
め
、
学
習
教
材

や
デ
ジ
タ
ル
教
材
な
ど
も
取
り
揃
え
、
地
域

内
外
の
子
ど
も
た
ち
に
こ
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の

価
値
を
体
感
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
遠
軽
町
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
で
は
、
黒
曜
石
を
使
っ
た
石
器
づ
く
り

や
滑
石
を
使
っ
て
作
る
勾
玉
づ
く
り
な
ど
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
豊
富
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ

り
、
国
宝
や
黒
曜
石
に
つ
い
て
、
体
験
し
な

が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
来
訪
者
の
知
的
好

奇
心
を
満
足
さ
せ
る
メ
ニ
ュ
ー
が
揃
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

▲黒曜石アクセサリー作り体験(札幌駅前通地下広場
（チ・カ・ホ）)
オホーツク総合振興局主催のオホーツクフェアでは、多く
の方がアクセサリー作りを楽しんでいました。

さ
ら
に
、
白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
を
拠
点
と
し

た
町
内
周
遊
の
促
進
や
観
光
客
の
滞
留
時
間

の
延
長
に
向
け
、
官
民
連
携
に
よ
る
町
内
周

遊
ガ
イ
ド
や
Ｐ
Ｒ
動
画
の
作
成
に
も
取
り
組

む
ほ
か
、
道
の
駅
「
遠
軽

森
の
オ
ホ
ー
ツ

ク
」
を
は
じ
め
、
町
内
の
飲
食
店
や
土
産
店

遠
軽
町
の
白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
日
本
最

大
級
の
質
・
埋
蔵
量
を
誇
る
黒
曜
石
が
見
ど

こ
ろ
の
一
つ
で
、
こ
の
黒
曜
石
か
ら
、
過
去

の
地
球
の
活
動
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
場
所

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
黒
曜
石
を
生
み
出

し
た
火
山
活
動
と
、
黒
曜
石
を
道
具
と
し
て

用
い
た
旧
石
器
時
代
の
人
々
に
つ
い
て
学

び
・
体
感
す
る
こ
と
で
、
大
地
と
人
の
つ
な

が
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
白

滝
か
ら
出
土
し
た
「
北
海
道
白
滝
遺
跡
群
出

土
品
」
１
９
６
５
点
が
、
令
和
５
年
６
月
に

国
宝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

遠
軽
町
で
は
、
こ
の
指
定
に
よ
る
効
果
を

地
域
全
体
に
波
及
さ
せ
る
た
め
、
白
滝
ジ
オ

国
宝
指
定
と
白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク

認
知
度
向
上
に
向
け
た
情
報

発
信

豊
富
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

▲白滝ジオパーク交流センター(遠軽町白滝総合支所１階内)
どのように黒曜石ができたのかを学べる施設。

取
組
の
成
果
と
今
後
の
展
開

こ
の
よ
う
に
、
ジ
オ
パ
ー
ク
を
核
と
し
た

地
域
づ
く
り
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
取
り
組

む
こ
と
に
よ
り
、
札
幌
圏
や
道
外
か
ら
の
観

光
客
が
目
に
見
え
て
増
加
し
て
お
り
、
町
で

は
こ
う
し
た
地
域
を
盛
り
上
げ
る
好
機
を
活

用
し
、
今
後
は
、
地
域
の
魅
力
を
伝
え
る
担

い
手
の
育
成
に
も
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
に
あ
た

り
、
黒
曜
石
の
魅
力
を
地
域
や
観
光
客
に
伝

え
る
担
い
手
は
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
が
、

ま
だ
人
材
は
不
足
し
て
い
る
状
況
で
す
。

学
校
の
授
業
な
ど
で
黒
曜
石
の
魅
力
や
、

な
ぜ
白
滝
が
重
要
な
の
か
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
る
石
育
と
い
う
取
組
を
通
し

て
、
地
域
に
黒
曜
石
の
魅
力
を
広
め
誇
り
を

持
っ
て
も
ら
い
、
担
い
手
の
確
保
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
を
拠
点
と
し
た

町
内
周
遊

パ
ー
ク
を
拠
点
と
し
た
地
域
活
性
化
の
取
組

を
進
め
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
黒
曜
石
や
白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
の

認
知
度
向
上
に
向
け
て
、
道
内
外
の
イ
ベ
ン

ト
へ
の
出
展
や
、
黒
曜
石
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー

作
り
体
験
を
通
じ
た
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力
の

Ｐ
Ｒ
な
ど
、
町
や
白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
に
人
を

呼
び
込
む
た
め
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
の
特
設
サ
イ
ト
を

構
築
す
る
こ
と
で
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
特
色
や

魅
力
を
発
信
し
、
興
味
を
持
っ
た
方
が
実
際

に
町
に
訪
れ
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
な
環

境
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

▲官民連携により、町内のガイド
ブックを作成し、道の駅や道内空
港等で配布している。

で
、
黒
曜
石
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
商
品
を
開

発
す
る
な
ど
、
町
が
一
丸
と
な
っ
て
交
流
人

口
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

“

”



国
宝
に
指
定
さ
れ
た
白
滝
遺
跡
群
出
土
品

や
白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力
に
つ
い
て
、
白

滝
ジ
オ
パ
ー
ク
交
流
セ
ン
タ
ー
学
芸
員
瀬
下

係
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

04

Ｑ
．
白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力

は
何
で
す
か
？

白
滝
に
あ
る
赤
石
山
は
日
本
最
大
級
の
黒

曜
石
原
産
地
で
、
そ
れ
を
利
用
し
て
い
た
昔

の
人
類
の
暮
ら
し
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
で
す
ね
。

黒
曜
石
は
、
火
山
岩
の
一
種
で
す
。
約
３

０
０
万
年
前
の
噴
火
で
で
き
た
カ
ル
デ
ラ
に
、

約
２
２
０
万
年
前
に
粘
り
気
の
大
き
い
溶
岩

が
噴
出
し
、
空
気
に
触
れ
て
急
激
に
冷
え
て

固
ま
っ
て
で
き
ま
し
た
。
黒
い
見
た
目
を
し

て
い
ま
す
が
ほ
と
ん
ど
は
透
明
で
、
磁
鉄
鉱

と
い
う
黒
色
ま
た
は
赤
色
の
成
分
が
わ
ず
か

に
含
ま
れ
て
い
る
だ
け
な
ん
で
す
。
天
然
の

ガ
ラ
ス
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
ね
。

Ｑ
．
黒
曜
石
は
ど
の
よ
う
に
し

て
で
き
た
の
で
す
か
？

で
、
旧
石
器
時
代
に
１
万
年
以
上
も
の
間
、

多
く
の
人
類
が
足
を
運
ん
だ
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
豊
富
な
黒
曜
石
資
源
を
活
用

し
た
「
石
器
工
場
」
の
よ
う
な
役
割
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。

旧
石
器
時
代
で
は
、
時
期
に
よ
っ
て
作
ら

れ
る
石
器
の
形
状
や
種
類
が
変
化
し
て
い
き

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
石
器
が
ど
の
よ
う
に
し

て
作
ら
れ
た
の
か
、
白
滝
遺
跡
群
の
調
査
・

研
究
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
具
体
的
に
多
く
の

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

本記事の内容は、北海道総合政策部地域創生局地域政策課で担当しております。
○事業に関するお問い合わせ先 TEL：011-204-5795

Ｑ
．
な
ぜ
白
滝
遺
跡
群
出
土
品

は
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
の

で
す
か
？

旧
石
器
時
代
の
石
器
の
移
り
変
わ
り
や
石

器
づ
く
り
の
技
術
を
知
る
手
が
か
り
に
な
る

か
ら
で
す
。
白
滝
は
黒
曜
石
産
地
だ
っ
た
の

▶
黒
曜
石
の
か
け
ら
を
パ
ズ
ル
の
よ
う
に
集
め

て
合
わ
せ
る
と
、
中
に
空
洞
（
写
真
中
央
の
白

い
模
型
）
が
で
き
、
空
洞
の
形
か
ら
石
器
の
形

状
を
予
測
で
き
る
。

▲黒ソフト
町内の人気アイスクリーム店
が開発

▲黒曜石カレー
黒曜石のような黒いザンギを
のせたオリジナルのカレー

白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力


